たく、 これ は 荒れて いるね。 卵塔場へ、 深入り はしな 

いからよ かった けれど、 今の を 聞いて は、 足が すくん 

で 動かれない よご 

「まま まま ま II 

ただよ ぼんのくぼ 

鼻の さきに 漂う 煙が、 その 頸 窪の あたりに、 古寺 

やれび さし は 

の破廂 を、 なめくじ のように 這った。 

「弱え 人 だ あご 

「頼む よ —— こっち は 名僧で も 何でもな いが、 爺さん、 

爺さん を …… 導きの 山の 神と 思う から ご 

「はて、 勿体 もね え、 とんだ こと を 言うな つす ご 

ふた さげ の 

と 両っ提 の —— もうこの 頃で は、 山の 爺が 喫む 煙草 



が バットで 差支えな いの だけれ ど、 事実 を 報道す る I 

ねつけ とつ こ きせる てな ぶ 

I 根 附の処 を、 独鈷 のように 振りながら、 煙管 を 手 弄 

ももひき あし ごしら 

りつつ、 ぶら りと 降りた が、 股引の 足斿 えだし、 腰 達 

者に、 ずかずか …… と、 もう 寄った。 

「いや、 御苦労 ご 

と 一 基の 石塔の 前に 立 並んだ、 双方、 膝の 隠れる ほ 

ど 草深い。 

実際、 この 卵塔場 は 荒れて いた。 三方 崩れ かかった 

窪地の、 どこが 境と いう ほどの 杭 一 つ あるので なく、 

おれく ふる そとば きび がら なぎ ふ 

折 朽ちた 古 卒都婆 は、 黍 殻 同然に 薙 伏して、 薄暗い と 

白骨に 紛れよう。 石碑 も、 石塔 も、 倒れたり、 のめつ 



レ 

こラ もり 

蝙蝠が 居そう な 鼻の 穴に、 煙 は 残って、 火皿に 白く 

てのひら しわ 

なった 吸殻 を、 ふつふつと、 爺 は 掌 の 皺に 吹 落し、 

眉 をし かめて、 念のために、 火の 気のないの を 目で た 

めて、 吹 落す と、 葉末に かかって、 ぼす ぼす と 消える 

やれ ぞうり 

処を、 もう 一 つ 破 草履で、 ぐいと 踏んで、 

ごさんけい 

「ようご ざら つ せえ ました、 御 参詣で がす かな ご 

「さあ …… 」 

と、 妙な 返事 をす る。 

「南無、 南無、 何 かね、 お前 様、 このお 墓に 所 縁の 方 

で 力ん す 力な 19 」 



聞こう し ：•：• で、 駅前の 旅館へ 便った。 

「姉さん、 風呂に は 及ばない が、 顔が 洗いたい。 手水 

…… 何、 洗面所 を 教えて おくれ。 それから、 午 飯 を 頼 

む。 ざっとで いい ご 

一 一階 座敷で、 遅め の 午 飯 を 認 める 間に、 様子 を 聞く 

と、 めざす 場所 —— 片原 は、 五 里 半、 かれこれ 六 里 遠 

ヽ o 

レ 

鉄道 は ある、 が 地方の だし、 大分 時間が 費る らしい _ 

自動車の 便 はたやす く 得られて、 しかも、 旅館の 隣 

が 自動 車屋 だと 聞いた から、 価値 を 聞く と、 思いの ほ 

か廉 であった。 



まっか たちあが 

右側に、 真 赤な 人の なりが ふらふらと 立 楊った。 天象、 

地 気、 草木、 この 時に 当って、 人事に 属する、 赤い も 

のと 言えば、 読者 は 直ちに 田舎娘の 姨 見舞 か、 酌婦の 

みちゆきぶ リ 

道行 振 を 瞳に 描かる るであろう。 いや、 いや、 そうで 

Ait- ヽ o 

な レ 

なかん ずく つくば 

そこに、 就中 巨大なる 杉の 根に、 揃って、 踞 つて 

いて、 いま 一度に 立 楊った ので あるが、 ちらりと 見た 

時 は、 下草 をぬ いて 燃 ゆる 躑躅であろう また 人家 

が ある、 と 可 懐し かった。 

お お 

自動車が ハタと 留まって、 窓 を 赤く 蔽 うまで、 むく 

にんず ひと 

むくと 人数が 立ちはだかった 時 も、 斉しく、 躑躅の 根 



渡されで もした ようで、 腹へ 風が 徹 つて、 ぞッ とした。 

すなわち、 手 を 挙げる でもな し、 声を掛ける でもな 

し、 運転手に 向っても また 合掌した。 そこで 車 を 留め 

) J ぅぜ ん 

たが、 勿論、 拝む 癖に 傲然たる 態度であった という。 

それ も あとで 聞いた ので、 小 県が ぞッ とする まで、 不 

ちんにゅうしゃ 

思議に 不快 を 感じた の も、 赤い 闖入者が、 再び 合掌し 

て 席へ 着き、 近々 と 顔 を 合せて からの 事であった。 樹 

から 湧こう が、 葉から 降ろう が、 四 人の 赤い 子供 を 連 

れた、 その 意匠、 右の 趣向の、 ちんどん屋 …… と 奥 筋 

とな 

でも 称うる かどう か は 知らない、 一種 広告 隊の、 林道 

うが 

を 穿って、 赤 五 点、 赤 長短、 赤 大小、 点々 として 顕ゎ 



れ たもので あろう、 と 思った と言うの である。 

が、 すぐ その 間違いが 分った。 客と、 銑吉 との 間へ 

入って 腰 を 掛けた、 中で も、 脊の ひょろりと 高い、 色 

の 白い 美 童 だが、 疳の 虫の せいであろう、 …… 優しい 

眉と、 細い 目の、 ぴりぴりと 昆虫の 触角の ごとく 絶え 

ず 動く のが、 何の 級に 属する か 分らない、 折って 畳ん 

ななめ 

だ、 獵 銃の 赤な めしの 袋に 包んだ の を 肩に 斜に 掛け 

ている。 且つ これ は、 乗 込もうと する 車の 外で、 ほか 

の 少年の 手から 受取って 持 替えた ものであった。 そう 

して、 栗鼠が (註、 この 篇の談 者、 小 県 凡 杯 は、 兎の 

ひ いき 

ように、 と 云った ので あるが、 兎 は 私が 貝顯属 だから、 



栗鼠に してお く。) 後脚で 飛ぶ ごとく、 嬉しそうに、 刎 

ねつつ 飛込んで、 腰 を 掛けても、 その、 ぴ よん、 が留 

まないで はずんで いた。 

—— 後に、 四 童、 一老が、 自動車 を 辞し 去った 時 は、 

ま つ くろ 

ずん ぐり として、 それ は 熊の ように、 色の 真黒な 子供 

が、 手が わりに 銃 を 受取る と 斉しく、 むくむ く、 もこ 

もこと、 踊躍して 降りた の を 思う と、 一 具の 銃 は、 一 

きんしょく はたじるし 

行の 名誉と、 衿 飾の、 旗 表であった らしい。 

獵期は 過ぎて いる。 まさか、 子供 を 使って、 洋刀ゃ 

空気銃の 宣伝 をす るので は あるまい。 

いずれ 仔細が あるであろう。 



さき 

ロイド めがねの 黒い 柄 を、 耳の 尖に、 ？ のように、 

振 向いて 運転手が、 

「どちらです かご 

「ええ 処で 降り るん じ や ご 

と 威圧す る ごとくに 答えながら、 双手 を 挙げて 子供 

等 を 制した。 栗鼠ば かりで ない。 あと 三 個 も、 補助 席 

もみあ もみあ もみあ 

二 脚へ 揉ム 口って 〔# 「揉 合って」 は 底本で は 「揉 合って 匕 

ひと ひっぱ 

乗る と 斉しく、 肩 を 組む、 頰を 合わせる、 耳 を 引 張る 

まっか す はまが た 

真 赤な 洲浜 形に、 鳥 打 帽を押 合って 騒いで いたから。 

いましめ 

戒は 顕われ、 しっけ は 見えた。 いま その 一 弾 指の 

もとに、 子供 等 は、 ひっそり として、 エンジンの 音 



二 

西 明 寺 —— もとこの 寺 は、 松 平氏が 旧領 石 州から 奉 

搬の 伝来で、 土地の 町村に 檀家がない。 従って 盆暮の 

こ-よまう 

つけ 届け、 早い話がお とむらい 一 つない。 如法の 貧 地 

で、 堂 も 庫裡も 荒れ放題。 いずれ 旧藩 中ば かりの 石碑 

だが、 苔を剝 かねば、 紋も 分らぬ。 その 墓地の 図面と、 

過去帳 は、 和尚が 大切に している が、 あいにく 留守。 



墓参の よしを 聴いて 爺 さ ん が 言 つたので ある 



尊の 涎掛， -を はぎ 合わせた ような 蒲団が 敷いて ある。 

ところ を、 大木 魚の 下に、 ヒャリ と 目に 涼しい、 薄色 

まが ハ ンドバ ッ ク ききょう 

の、 一 目 見て 紛ぅ 方な き 女持ちの 提紙 入で。 白い 桔梗 

ときいろ とこなつ ふたいろ 

と、 水 紅色の 常夏、 と 思った のが、 その 二色の、 花の 

鉄線 かずら を剌繡 した、 銀座む きの 至極 当世な 持 もの 

つる 

で、 花 はきり リ としてい るが、 葉 も蔓も 弱々 しく、 中 

の もの も 角 ばらず、 なよなよと、 木魚の 下 すべりに、 

優しい 女の、 帯の 端 を 引 伏せられ たように 見える ので 

あった。 

はじめ 小 県が、 ここの 崖 を、 墓地へ 下りる 以前に、 

寺の 庫 裡を靦 いた 時、 人気 も、 火の気 もない、 炉の傍 



に 一 段 高く 破れ 落ちた 壁の 穴の 前に、 この 帯ら しい も 

の を 見つけて、 うつくしい 女の、 その 腰 は、 袖 は、 あ 

ら わな 白い 肩 は、 壁 外に 逆にな つて、 蜘蛛の巣 がらみ 

に、 蒼白く くくられて でもい そうに 思った。 

瞬間の 幻視で ある。 手提 はすぐ 分った。 が、 この 荒 

ぶじん へきち 

寺、 思いの ほか、 陰 寂な 無人の 僻地で II 頼もう 1 - 

を 我が 耳で 聞 返した ほどであった から。 …… 

私の 隣の 松さん は、 熊 野へ 参る と、 髪 結うて、 

熊 野の 道で 日が 暮れて、 

あと 見り や 怖し い、 先見 りやこ わい。 

先の 河原で 宿 取ろ か、 跡の 河原で 宿 取ろ か。 



るら しい。 

あ、 * V やく 

同時に、 愛惜の 念に 堪えない。 もの あわれな 女が、 

おさ ひし 

一 切 食われ 一 切 食われ、 木魚に 圧え 挫 がれた、 …… そ 

の 手提に 見入って いたが、 腹の すいた 狼 のように 庫 

裡へ首 を 突 込んで いて 矛い もの か。 何となく、 心 ゆか 

しに 持って いた 折鞫 を、 縁側 ずれに 炉の 方へ 押入れた。 

それから、 卵塔の 草 を 分けた のであった。 —— 一 つ は、 

はかまいり 

鞫を 提げて 墓詣 をす るの は、 事務 を 扱うよう で 気が 

さした からであった。 

今 も ある。 …… 木魚の 下に、 そのままの 涼しい 夏草 

と、 ちょろ はげの 飽とを 見較べながら、 



「 —— また その 何です よ。 …… 待って いられて は気忙 

ほか 

しいから、 帰り は 帰りと して、 自然、 それまでに 他の 

客がなかったら お世話になろう。 —— どうせ 隙 だから 

い つたん 

いつまでも 待とうと 云う の を そういつ てね、 一旦 

はずれ パ ァ 

運転手に 分れた —— こっちの 町尽 頭の、 茶店 …… 酒場 

か。 …… ざっと まあ、 餛飩屋 だ。 それから は、 見た目 

にも 道 わるで、 無理に 自動車 を 通した 処で、 歩行く よ 

リ 難儀ら しいから 下りたん です がね —— 餛飩 ！i 場の 女 

給 も、 女房さん らし いのも —— その 赤い 一 行 は、 さあ 

何だか 分らない、 と言う。 しかし、 お 小姓に、 太刀の 

ように 鉄砲 を 持た していれば、 大将 様 だ。 大方、 魔 も 



のか、 変化に でも 挨拶に 行く のだろう、 と言うん です。 

魔 もの だの、 変化 だのに、 挨拶 は 変 だ、 と 思った が、 

れん 

あとで 気がつく と、 女 連 は、 うわさの ある 怪しい こと 

おび たいじ いけど 

に、 恐し く 怯えて いて、 陰で も、 退治る の、 生捉 るの 

と は 言い，， 憚 つた ものら しい。 がま あ、 この辺に そん 

な ものが 居る のかね。 …… 運転手 は 笑って いたが、 私 

は 真面目 さ。 何でも、 この 山奥に 大沼 というの が あ 

る 9 あります か、 お爺さん ご 

「ある だ ご 

その 時、 この 気軽そう な 爺さんが、 重たく 点頭した。 

「 …… 阿武隈川が 近いに よって、 阿武 沼と、 勿 化つ け 



と、 うそに も 女の 身に なったら どうだんべ いなす、 聞 

じょうあい 

かねえ 分で 居さつ せえ まし。 優しげな、 情 合の 深い、 

旦那、 お前 様 だ ご 

「いや、 恥 かしい、 情が あるの、 何のと 言って。 墓詣 

り は、 誰でもす る ご 

「いや、 それば かりで はねえ。 —— 知つ とる だ。 お前 

様 は 人間 扱いに、 畜類に もの を 言わし つたろ ご 

「畜類に ご 

さぎ 

「おお、 鷺 にょご 

r 鷺 にご 

なわて 

「白鷺に。 啜 さ 来る 途中で よご 



よう。 煙 は 立たぬ が、 根太 を 埋めた 夏草の 露 は 乾かぬ。 

その 草の 中 を、 あたかも、 ひらひら、 と、 ものの 現の 

とんぼ ぐんじょう 

ように、 いま 生れたら しい 蜻 蛤が、 群青の 絹糸に、 

うす あさぎ しろがね うすもの 

薄 浅葱の 結び 玉 を 目に して、 綾の 白銀の 羅 を 翼に 縫 

い、 ひらひら、 と 流の 方へ、 葉う っリを 低く して、 牡 

丹に 誘われた ように、 道 を 伝った。 

また あまりに 儍ぃ。 土に 映る 影 もない。 が、 その 

影で さえ、 触ったら、 毒気で たちまち 落ちたろう。 I 

なわて みち まんなか す さま 

I 啜 道の 真中に、 別に、 凄じい 虫が 居た。 

しかも、 こっち を、 銑 吉の方 を 向いて、 髯を ぴちぴ 

ちと 動かす。 一 疋七八 分に して、 軀は寸 に 足りない。 



しし つら めん こども 

く 重い。 や あ、 獅子の ような 面 だ、 鬼の 面 だ、 と 小児 

たちに 囉 されて、 泣いたり 怒ったり。 それでも 遊びに 

ほうけ ている と、 清らかな、 上品な、 お 神 巫 かと 思う、 

もみ はかま 

色の 白い、 紅の 袴 のお 嬢さん が、 祭の 露店に 売って い 

やまぶどう 

る …… 山葡萄の、 黒い ほどな 紫の 実 を 下す つて —— お 

帰ん なさい、 水で 冷す のです よ。 

—— で、 駆 戻る と、 さきの 親類で は 吃驚して、 頭 を 

冷して 寝かし たんだが ね。 客が 揃って、 おやじ …… 私 

の 父が 来たので、 御馳走の 膳の 並んだ 隣へ 出て 坐った 

処、 そこら を視 て、 しばらくして、 内の 小僧 は 9 

と 聞 くんだ ね。 袖の 中の 子が 分らない ほど、 面が 鬼に 



なって いたんです。 おやじの 顔色が 変る と、 私 も 泣 出 

した。 あと をよ く は 覚えて いないん だが、 その 山葡萄 

を I 卞 にして、 塗ったり 吸ったり して 無事に 治った… 

…虫 は斑蝥 だった 事 はいう まで もない のです ご 

「何と、 は あ、 おつかねえ もんだ、 なす。 知らね え 虫 

じ やねえ でが すが、 …… もっとも、 あの、 みちおし え 

は、 誰も 触らね え 事に して あるに は ある だよ ご 

「だから、 つい、 声 も 掛けよう ではない かご 

「鷺の 鳥 はどうし ただね ご 

「お爺さん、 それ は 見て いなかった かいご 

「なまけ もんだ、 陽気の よさに、 あと はすぐ とろとろ 



「ああ、 そうか、 あの 向う の 山のお 堂 だね ご 

「余り 人の 行く 処で ねえで ね。 道 も 大儀 だ ご 

のぞ 

と、 なぜか 中 を 隔てる ように、 さし 視く小 県の 目の 

前で、 頭 を 振った。 

明 神の 森と いうと —— あの 白鷺 は その 梢へ 飛んだ I 

I なぜか 爺が、 まだ 誰も 詣 でようと も 言 わぬ もの を、 

悪く 遮り だてす るら しいのに、 反感 を 持つ とまで もな 

かった けれども、 すぐに も 出掛けたい 気が 起った。 黒 

塚の 婆の 納戸で、 止む を 得ない。 

「 —— 時に、 和尚さん は、 まだ なかなか 帰りそう に 見 

えない ね。 とすると、 位牌 も 過去帳 も 分らない。 …… 」 



が、 導かれて、 御廚 子の 前へ 進んで から は —— そう 

いう 小 県が、 かえって、 どうかし ないで はいられ なく 

なった ので ある。 

この 庫裡 と、 わずかに 二 棟、 隔ての 戸 もない 本堂 は、 

まんなか みょうごう 

置 棚の 真中に、 名号 を 掛けた ばかりで、 その外の 横 縁 

に、 それでも 形ば かり 階段が 残った。 以前 は 橋 廊下で 

渡ったら しいが、 床板の 折れ 挫げ たの を 継 合せに 土 

に 敷いて ある。 

明 神の 森が 右の 峰、 左に、 卵塔場 を 谷に 見て、 よく 

さ つ き たたず 

一 人で、 と 思う ばかり、 前 刻 \ィ んだ、 田 沢 氏の 墓 は そ 

の 谷の 草が くれ。 



きざ はし あが しゅみだん 

向う の 階 を、 木魚が 上る。 あとへ 続く と、 須弥壇 

も 仏具 も 何もない。 白 布を蔽 うた 台に、 経 机 を 据えて、 

その上に 黒 塗の 御廚 子が あった。 

まわり むしろ 

庫 裡の炉 の 周囲 は 筵 である。 ここ だけ 畳 を 三 畳 ほ 

さいせん すわ はなが め も 

どに、 賽銭の 箱が 小さく 据 つて、 花瓶に 雪 を 装った 一 

う す 力 19 力 

束の 卯の花が 露 を 含んで 清々 しい。 根 じめ ともない、 

れんげ ぬき 

三本 ほどの チュ リップ も、 蓮華の 水 を抽ん でた 風情が 

あった。 

勿体ない が、 その 卯の花の 房々 したの が、 おのず か 

ら押 になって、 御廚 子の 片扉を 支えた ばかり、 片扉 は、 

鎧 の 袖の 断れた ように 摺れ 下って いたの だから。 



け は、 まずもってない らしい。 

釣の 道で も (岡) と 称が つくと 軽ん せられる。 銑吉 

なかま 

の も、 しかも その 岡惚れで ある。 その 癖、 夥 間で 評判 

である。 

この 岡惚れの 対象と なって、 江戸 育ち だとい うから 

海津か 卵であろう、 築地 辺の 川端で 迷惑 をす るの がお 

誓さん で —— 実は 梅 水と いう 牛屋の 女中さん。 …… 御 

新規お 一 人様、 なまで 御酒 …… 待った、 待った。 そ、 

そんなの じ や 決してない。 第一、 お 客に、 むらさき だ 

の、 鍋 下 だのと、 符帳 でもの を 食うよう な、 そんなの 

も 決して 無い。 



梅 水 は、 以前 築地 一 流の 本懐 石、 江戸前の 料理人が 

庖丁 を鏽び させない 腕 を 研いて、 吸 ものの 運びに も 女 

すそ に-り かっぽう 

中の 裙 さばき を 睨んだ 割烹。 震災 後 も 引続き、 黒 塀の 

奥深く、 竹 も樹も 静まり返って 客 を 受けた が、 近代の 

ある 世態で は、 篝火 船の 白魚より、 舶来の 塩 鰯が 幅 を 

する。 正月 飾りに、 魚河岸に 三 個より なかった という 

二 尺 六寸の 海老 を、 緋緘の 鎧-の ごとく、 黒松の 樽に 緘 

した 一騎 龃の 商売で は 軍が 危ぃ。 家の 業が 立ちに く 

い。 がらり と 気 を 替えて、 こうべ 肉の すき焼、 ばた 焼、 

ほうい つ いしどうろう 

お望み 次第に 客 を 呼んで、 抱 一 上人の 夕顔 を石燈 籠の 

すきや 

灯で ほの 見せる 数寄屋 づ くり も、 七賢 人の 本 床に 立つ 



出た のが、 都合で、 梅 水に かわった ともいうが、 いま 

つまびら か 

において は 審 でない。 ただ 不思議な の は、 さばか 

き：：：' よう 

りの 容色で、 その 年まで、 いまだ 浮気、 あらわに 言え 

ば、 旦那が あつたう わさ を 聞かぬ。 ほか は 知らない、 

あのすな おな 細い 鼻と、 口許が うそ を 言わぬ。 —— お 

誓さん は 処女だろう …… (しばらく) これ は 小 県 

銑吉の 言う ところで ある。 

十六 か 七の 時、 ただ 一 度 —— 場所 は 築地 だ、 家 は 懐 

石、 人 も 多い に、 台所から 出入りの 牛乳屋の 小僧が 附 

ひいき 

ぶみ をした 事の あるの を、 最も 古くから、 お 誓 を 貝顯属 

の 年配者、 あたまの きれいに 兀 げた 粋人が 知っている。 



梅 水の 主人 夫婦 も、 座興の ように 話 をす る。 ゆらの 戸 

の 歌で はな けれど、 この 恋の 行方 は 分らない。 が、 

あいて とぎばなし 

対 手が 牛乳屋の 小僧 だけに、 天使と 牧童のお 伽話 を 

たまず さ ないしょ 

聞く 気がする。 ただ その 玉章 は、 お 誓の 内証の 針箱に 

いま も 秘めて あるら しい。 …… 

「 …… 一生の 願， -に、 見たい ものです なご 

「お見せし ましょう かご 

「恐らく 不老 長寿の 薬になる —— 近頃 はやる、 性の 補 

まさ 

強 剤に 効能の 増る こと 万々 だろう ご 

「そうでしょう かご 

その 頰が、 白く、 涼しい。 



「見せろ よご 

低い 声の 澄んだ 調子で、 

「 ま HT5 ま II 

と 莞爾。 

その 口許の 左へ 軽く しまる の を 見る がいい。 …… 座 

敷へ 持 出さない こと は 言うまでもない。 

ほ ど 

色気の 有無が 不可解で ある。 ある 種のう つくしい も 

の は、 神が 借んで 人に 与えない 説が ある。 なるほど そ 

ぼさつそう 

ういえば、 一方 円満 柔和な 婦人に、 菩薩 相と いうの が 

ある。 続いて 尼僧 顔がないでも あるまい。 それに 対し 

せいしょう めいせき 

て、 お 誓の 処女 づ くって、 血の 清澄 明晰な 風情に、 何 



界へ でさつ しゃるなら、 京 橋の 仙女 香 を、 とって 来て 

おくん なんし、 これ サ 乙女 や、 なによ ゥ ふざける の だ、 

きりきり きょうで え を だしてお かねえ かご (〇 註に、 

けわい 坂 II 実は 吉原 —— 近所 だけ か、 おかしな こと 

ばが、 うつ ッ ていた まう、) と 洒落れ つつ 敬意 を 表した、 

著作の 実例が ある。 遺憾ながら 「嬉しいです わごと は 

かいてない。 けれども、 その 趣 はわ かると 思う。 また 

それよりも、 真珠の 首 飾 見た ような もの を、 ちょっと、 

脇の 下へ ずらして、 乳首 を かくした 膚を、 お望みの 方 

みずのえ たつ えがく 

は、 文政 壬 辰 新 板、 柳 亭種彦 作、 歌 川 国貞画 —— 

きみょう ちょう らい 

奇妙 頂 礼 地蔵の 道行 —— を、 ご 一覧になる がいい。 



「はいご 

が、 また 娘 分に 仕立てられても、 奉公人の 謙譲が あつ 

て、 出過ぎた ii 場の 給仕と は 心得が 違う し、 おなじ 勤 

さが しおら 

めで も、 芸者より 一歩退って 可憐し い。 

「はい、 お 酌 …… 」 

「感謝し ます、 本懐であります ご 

景物な しの 地位ぐ らいに、 句が 抜けた ほど、 嬉しが つ 

たうち はいい。 

おそれ i 

少し 心安くな ると、 蛇の目の 陣に 恐 をな し、 山の端 

じょうろう やさすがた の ごえ 

の 霧に 落ちて 行く —— 上臈の ような 優姿に、 野 声 を 

放って、 



から、 人 さきに 会に 出掛けて、 ひとつ 蛇の目 を 取 巻く 

のに、 度 かさなる に 従って、 自然と おなじ 顔が 集る が、 

よばい ぼし まっさき 

星座の この 分野に 当って は、 すなわち 夜 這 星が 真 先に 

ひともしごろ 

出向いて、 どこの 会で も、 大抵 点燈 頃が 寸法で あるの 

に、 いつも 暮 まえ 早くから 大広間の 天井 下に、 一 つ 光つ 

て …… いや、 光らずに、 ぼつん と 黒く、 流れて いる。 

勿論、 ここへ お 誓が、 天女の 装 で、 雲に 白 足袋で 

出て 来る ような 待遇で は 決してない。 

あわれ ほか 

その 愚劣 さ を憐ん で、 この 分野の 客 星た ち は、 他よ 

リ 早く、 輝いて 顕われる。 輝く ばかりで、 やがて 他の 

つら/ 

大 一座が 酒池肉林と なっても、 ここば かり は、 畳に 蕨 



が 生えそう に 見える。 通りかかった 女中に 催促す ると、 

は、 とば かりで、 それき リ、 寄りつ かぬ。 中で も活潑 

なの は、 お 誓さん でな くって はねえ、 ビ \ i と 外れて 

しまう。 また そのお 誓 はお 誓で、 まず、 ほかほかへ 皿 

小鉢、 姚子を 運ぶ と、 お 門が 違いましょう。 で、 知り 

ません と、 鼻 をつ まらせ 加減に、 含羞んで、 つい、 と 

退く が、 そのまま では 夜 這 星の 方へ 来に くくな つて、 

どこへ か 隠れる。 ついお 姚 子が 遅くな つて、 巻 煙草の 

うずた か 

吸殻ば かりが 堆 い。 

何となく、 ために 気が とがめて、 というの が、 会が 

ふところ 

月の 末に 当る ので、 懐中 勘定に よった かも 分らぬ。 一 



銑吉 は、 少 からず、 獵奇の 心に 駆られた ので ある。 

同時にお 誓が うつくしき 鳥と、 おなじ 境遇に 置かる 

る ものの ように、 衝と胸 を 打 たれて、 ぞっとした。 そ 

の 時、 小枝が 揺れて、 卯の花が、 しろじろ と、 細く 白 

い 手の ように、 銑吉の 膝に 鎚 つた。 

昭和 八 ( 一 九 三 三) 年 一 月 
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